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福山雅治主演の映画「そして父になる」を
監督した是枝裕和さんの、日本の現状に対す
るインタビュー記事より。（朝日、2月15日）

＊
――昨年12月に発足した「特定秘密保護法案に

反対する映画人の会」に賛同されていました。

ひとりの社会人として、責任がありますから。
僕が映画を撮ったりテレビに関わったりしてい
るのは、多様な価値観を持った人たちが互いを

尊重し合いながら共生していける、豊かで成熟
した社会をつくりたいからです。だから国家や

国家主義者たちが私たちの多様性を抑圧しよう
とせり出してきた時には反対の声をあげる。当
然です。これはイデオロギーではありません。

――この浅はかさ。何でしょう。

昔、貴乃花が右ひざをけがして、ボロボロに

なりながらも武蔵丸との優勝決定戦に勝ち、当
時の小泉純一郎首相が『痛みに耐えてよく頑張
った。感動した！』と叫んで日本中が盛り上が

ったことがありましたよね。僕はあの時、この
政治家嫌いだな、と思ったんです。なぜ武蔵丸

に触れないのか、『２人とも頑張った』くらい
言ってもいいんじゃないかと。外国出身力士の
武蔵丸にとって、けがを押して土俵に上がった

国民的ヒーローの貴乃花と戦うのは大変だった
はずです。武蔵丸や彼を応援している人はどん

な気持ちだったのか。そこに目を配れるか否か
は、政治家として非常に大事なところです。し
かし現在の日本政治はそういう度量を完全に失

っています。
例えば得票率６割で当選した政治家は本来、

自分に投票しなかった４割の人に思いをはせ、
彼らも納得する形で政治を動かしていかなけれ
ばならないはずです。そういう非常に難しいこ

とにあたるからこそ権力が与えられ、高い歳費

が払われているわけでしょ？ それがいつから

か選挙に勝った人間がやりたいようにやるのが

政治だ、となっている。政治の捉え方自体が間

違っています。民主主義は多数決とは違います。

政治家の『本音』がもてはやされ、たとえそ

れを不快に思う人がいてもひるまず、妥協せず

に言い続ける政治家が人気を得る。いつから政

治家はこんな楽な商売になってしまったのでし

ょう。『表現の自由』はあなたがたが享受する

ものではなくて、あなたが私たちに保障するも

のです。そのためにはあなたの自己表出には節

度が求められるはずです」

――しかし政治に限らず、「勝たなきゃ終わり」

という価値観が世間では幅を利かせています。

世の中には意味のない勝ちもあれば価値のあ

る負けもある。もちろん価値のある勝ちが誰だ

っていい。でもこの二つしかないのなら、僕は

価値のある負けを選びます。そういう人間もい

ることを示すのが僕の役割です。武蔵丸を応援

している人間も、祭りを楽しめない人間もいる。

『４割』に対する想像力を涵養（かんよう）す

るのが、映画や小説じゃないかな。僕はそう思

って仕事しています。

ただ、同調圧力の強い日本では、自分の頭で

ものを考えるという訓練が積まれていないよう

な気がするんですよね。自分なりの解釈を加え

ることに対する不安がとても強いので、批評の

機能が弱ってしまっている。その結果が映画だ

と『泣けた！』『星四つ』。こんなに楽なリアク

ションはありません。何かと向き合い、それに

ついて言葉をつむぐ訓練が欠けています。あら

ゆる分野でそうなっていると思います。


